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研究成果概要 
 

 宇宙線生成核種の強度変動と太陽活動

の関連についての研究を進めており、2

000年1月よりハイボリューム・エアサ

ンプラーにより宇宙線生成核種の日変

動精密観測を継続して行っています。

これまでに第23太陽活動周期の活動ピ

ークから静穏期底部への約１０年間の

日変動データが得られました。図１、

２は2000年から200９年までのBe-7濃

度および太陽黒点数の日変動と年変動

のプロファイルであり逆相関を示して

います。2009年の太陽黒点数は、未だ

増加に転じてなくBe-7濃度も2008年に

比べ約10%増加しています。このこと

は、太陽活動の第２３期から第２４期

の間が１１年以上に伸び、通常より太

陽活動の長い停滞期を予想させていま

す。しかし、アイスランドのBe-7濃度

は2008年より減少を始めており、2009

年のデータは８月までですが減少して

図１：１０年間の日変動プロファイ

 

図２：山形とアイスランドの年変動プロファイル 



います。地磁気による影響からアイス

ランドでは低いエネルギーの宇宙線の

影響が大きいと考えられるため低エネ

ルギー宇宙線の太陽圏への侵入の減少

がすでに始まっている可能性がありま

す。あるいは、太陽活動の停滞が極地

域の大気運動へ影響を与えていること

も考えられます。 

また、図３に示されるように日変動デ

ータの移動平均の解析からBe-7濃度が

2003年に増加していることがはじめて

分かりました。この時期は太陽活動が

減衰期に入るときであり、太陽風プロ

トン速度の増加および地磁気擾乱の変

動ピークに同期

この様子を模式的に示したのが図４です。放射線帯（バン・アレン帯）に貯まっている

陽子が、太陽風により揺さぶられた地磁気変動により極地域に降り込まれるような振る

舞いが可能性として考えられます。このように長期的観測は、新しい現象を見出すため

にも重要です。 

しています。一方、銀

河宇宙線強度変動を示すThuleの中性

子強度変動とBe-7濃度変動プロファイ

ルは、2003年を除き良い同期を示して

います。従って、Be-7の2003年の増加

は、宇宙線強度変動ではなく、太陽風

変動に伴って地球磁気圏が擾乱を受け

たことによると考えられます。しかし、

Be-7を生成するために必要なエネルギ

ーは10MeVを越えるエネルギーをもっ

た粒子ですが、あまり高いエネルギー

粒子ですと地上中性子計で捉えられて

良いことになりますので、成層圏上空

に降り込めて、Be-7を生成できるエネ

ルギーの粒子がちょうど良いことにな

ります。 

 
整理番号  

 

図３：Be-7 濃度の 2003 年における異常増加 
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門調査会資料より図を引用。 
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